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ほ場試験 Ⅲ 

１．試験実施機関名  一般社団法人日本植物防疫協会 宮崎試験場 
２．ほ場所在地   宮崎県宮崎市佐土原町下那珂11913 

３．試験担当者名         日髙 正浩、和田倉 誠也、生田目 直樹、福元 義人、 

八丁 昭龍、伊藤 拓摩、小川 和己 

４．実験期間（ほ場試験期間） 2021年11月24日～12月1日 

５．被験物質（一般名） 

５－１．ミクロブタニル 

(1) 一般名・剤型 ①ラリー乳剤 ②ラリー水和剤 

(2) 有効成分名及び成分含有率 ①ミクロブタニル 25.0％ ②ミクロブタニル 10.0％ 

 (3) Lot No.           ①22.10-12M141 ②25.10-KA5111 

５－２．トルフェンピラド 

(1) 一般名・剤型 ①ハチハチ乳剤 ②ハチハチフロアブル 

(2) 有効成分名及び成分含有率 ①トルフェンピラド 15.0％ 

②トルフェンピラド  15.0% 

 (3) Lot No.           ①25.10-OL78 ②23.10-ID79 

５－３．エトフェンプロックス 

(1) 一般名・剤型 ①トレボン乳剤 ②アークリン水和剤 

(2) 有効成分名及び成分含有率 ①エトフェンプロックス 20.0％ 

②エトフェンプロックス  20.0% 

 (3) Lot No.           ①22.10-R9E02 ②23.10 03998 

６．供試農作物名     ミニトマト（品種：キャロル7） 

７．土性    砂壌土 
８．栽培概要 施設栽培（加温） 
         は種日 2021年8月7日、定植日 2021年9月24日（市販苗を施用） 
               畝間160cm、株間50cm、千鳥2条植、条間45cm、栽培株数 約2,500株/10a 
    栽培管理   

施肥   
2021年 9月10日 堆肥 3000kg/10a、苦土石灰 150kg/10a 
         くみあい有機入りペレット888（8-8-8） 100kg/10a、 
         CDU複合燐加安特S222（12-12-12） 67kg/10a                   
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９．当該ほ場の過去1年間における作付作物及び農薬使用実績（前年の使用実績） 

 被験物質処理開始前日から過去1年間に、試験ほ場及び育苗時において分析妨害となる農薬が

使用されていないことを確認した。なお、コード番号で示された農薬は分析妨害となる農薬成分

は含まれていない。使用した農薬はⅢ－②に示した。 
 
１０．防除管理 

農薬の使用実績なし 
 

１１．試験区規模（施設の場合、面積・容積・高さ） 
処理区TO-MYC-E、TO-MYC-W、TO-TOL-E、TO-TOL-F、TO-ETO-E、TO-ETO-W 
：各32.0㎡（1.6m×20.0m）、80株 

 施設面積：150㎡、高さ：3.3m 

 

１２．処理方法 

処理月日 有効成分 処理区* 処理濃度 
処理量 

10a当 試験区当 
（農薬量/散布量/面積） 

11月24日 

ミクロブタニル 
TO-MYC-E 
TO-MYC-W 

2500倍 
1000倍 

300L 
300L 

3.8mL/9.6L/32.0㎡ 
9.6g/9.6L/32.0㎡ 

トルフェンピラド TO-TOL-E 
TO-TOL-F 

1000倍
1000倍 

300L 
300L 

9.6mL/9.6L/32.0㎡ 
9.6mL/9.6L/32.0㎡ 

エトフェンプロックス TO-ETO-E 
TO-ETO-W 

1000倍 
1000倍 

300L 
300L 

9.6mL/9.6L/32.0㎡ 
9.6g/9.6L/32.0㎡ 

処理区* 処理時の作物ステージ 散布方法の概略 処理時の天候及び処理時刻 
TO-MYC-E 
TO-MYC-W 

収穫期（草丈180cm） 
収穫期（草丈180cm） 

散布 
散布 

晴 11:26a.m.～ 
晴   9:58a.m.～ 

TO-TOL-E 
TO-TOL-F 

収穫期（草丈180cm） 
収穫期（草丈180cm） 

散布 
散布 

晴 11:04a.m.～ 
晴  10:41a.m.～ 

TO-ETO-E 
TO-ETO-W 

収穫期（草丈180cm） 
収穫期（草丈180cm） 

散布 
散布 

晴 11:47a.m.～ 
晴  10:19a.m.～ 

*末尾の-Eは「乳剤」、-W は「水和剤」、-Fは「フロアブル」であることを示す。 
 (1) 処理器具及び処理方法 
 背負式バッテリー動力噴霧機を用いて、処理区内の作物全体に時間を計測しながら目標量を

均一に散布した。その際、散布機の吐出量と目標量から散布時間を算出し、1株当たりの散布時

間に換算した。その散布時間の計測にメトロノームを用いた。 
  散布機型式：MSB1500Li（丸山製作所） 
  ノズル  ：狭角コーンノズル（丸山製作所） 
(2) 処理時の降雨の有無と降雨時間及び風が試験に及ぼした影響 
 処理時はいずれも無風。降雨なし。 
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(3) 展着剤の使用 
 なし 
(4) 備考 
 散布時は薬液の飛散防止のため、試験区の境界をポリフィルムで遮蔽した。 
 
１３．試料採取 

経過日数 試料 
採取日 試料番号 試料 

採取量 
試料 

採取順* 
処理時の天候 
及び処理時刻 

処理前 11月18日 TO-MYC-B 
TO-TOL-B 
TO-ETO-B 

1.2kg 
1.3kg 
1.3kg 

① 
② 
③ 

曇 10:20a.m.～10:33a.m. 
曇 10:34a.m.～10:47a.m. 
曇 10:48a.m.～10:57a.m. 

散布直後 
 
 
 
 

 

11月24日 TO-MYC-W0 
TO-ETO-W0 
TO-TOL-F0 
TO-TOL-E0 
TO-MYC-E0 
TO-ETO-E0 

1.2kg 
1.2kg 
1.2kg 
1.2kg 
1.2kg 
1.2kg 

① 
② 
③ 
④ 
⑤ 
⑥ 

晴  1:26p.m.～ 1:39p.m. 
晴  1:48p.m.～ 2:06p.m. 
晴  2:15p.m.～ 2:29p.m. 
晴  2:35p.m.～ 2:49p.m. 
晴  2:55p.m.～ 3:09p.m. 
晴  3:14p.m.～ 3:27p.m. 

処理1日後 11月25日 
 

TO-MYC-W1 
TO-ETO-W1 
TO-TOL-F1 
TO-TOL-E1 
TO-MYC-E1 
TO-ETO-E1 

1.2kg 
1.2kg 
1.2kg 
1.2kg 
1.2kg 
1.2kg 

① 
② 
③ 
④ 
⑤ 
⑥ 

晴  8:05a.m.～ 8:15a.m. 
晴  8:24a.m.～ 8:41a.m. 
晴  8:48a.m.～ 9:03a.m. 
晴  9:13a.m.～ 9:27a.m. 
晴  9:36a.m.～ 9:49a.m. 
晴  9:57a.m.～10:08a.m. 

処理3日後 
 
 
 
 

 

11月27日 
 
 
 
 

 

TO-MYC-W3 
TO-ETO-W3 
TO-TOL-F3 
TO-TOL-E3 
TO-MYC-E3 
TO-ETO-E3 

1.2kg 
1.2kg 
1.2kg 
1.2kg 
1.2kg 
1.2kg 

① 
② 
③ 
④ 
⑤ 
⑥ 

晴  7:45a.m.～ 8:04a.m. 
晴  8:28a.m.～ 8:48a.m. 
晴  9:11a.m.～ 9:32a.m. 
晴  9:54a.m.～10:17a.m. 
晴 10:37a.m.～10:56a.m. 
晴 11:24a.m.～11:44a.m. 

処理7日後 12月 1日 
 

TO-MYC-W7 
TO-ETO-W7 
TO-TOL-F7 
TO-TOL-E7 
TO-MYC-E7 
TO-ETO-E7 

1.2kg 
1.2kg 
1.2kg 
1.2kg 
1.2kg 
1.2kg 

① 
② 
③ 
④ 
⑤ 
⑥ 

晴  8:04a.m.～ 8:25a.m. 
晴  8:50a.m.～ 9:09a.m. 
晴  9:37a.m.～ 9:57a.m. 
晴 10:20a.m.～10:40a.m. 
晴 11:02a.m.～11:27a.m. 
晴 11:48a.m.～ 0:10p.m. 
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(1) 試料採取方法 
試料は試験区の境界部をはずし、偏りがないよう区全体から手で採取した。採取時は清浄な

手袋を装着し、試験区ごとに交換した。採取した試料は識別に試験区ラベルを用いて、試験区

ごとにカゴに入れた。 
(2) 採取した試料の状態 

いずれの試料も通常の大きさ、適正な熟度であった。 
(3) 採取後の調製 

採取した中から試料に適するものを選別した。 
(4) 輸送方法 
試料はエアーパッキンを底面に敷き、内側を包装紙で覆ったダンボール箱に並べて入れ、上か

ら包装紙を被せ、隙間に丸めた包装紙を詰めた。梱包資材はすべて未使用品を用い、ダンボール

箱の内側に試験区ラベルを、外側に梱包シールを貼付し、試験区ごとに梱包した。 

採取当日、ヤマト運輸の冷蔵便で一般社団法人日本植物防疫協会 茨城研究所宛に翌々日着

を指定して送付した。 
(5) 備考   
 なし  
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Ⅲ－① 試験区見取り図 
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Ⅲ－② 使用した農薬の記録 
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Ⅲ－③ 気象に関する記録 
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（c）日本なし 

 

 

令和３年度作物残留試験成績の効率的データ収集委託事業 
日本なし作物残留試験明細書 

 

 

 

試験番号   ：2021NI 

検討課題名  ：令和 3 年度作物残留試験成績の効率的データ収集委託事業 

        日本なし作物残留試験 

試験実施機関名：Ⅰ．公益社団法人福島県植物防疫協会  

        Ⅱ．公益社団法人新潟県植物防疫協会  

Ⅲ．公益社団法人石川県植物防疫協会  

Ⅳ．一般社団法人長野県植物防疫協会 

Ⅴ．一般社団法人日本植物防疫協会 茨城研究所 

Ⅵ．一般社団法人日本植物防疫協会 山梨試験場 
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ほ場試験 Ⅰ 

１．試験実施機関名       公益社団法人福島県植物防疫協会  
２．ほ場所在地   福島県福島市大笹生字馬場下 

３．試験担当者名         尾形 正 

４．実験期間（ほ場試験期間） 2021年9月29日～10月11日 

５．被験物質（一般名） 

エトフェンプロックス 

(1) 一般名・剤型  ①トレボン乳剤 ②アークリン水和剤 

(2) 有効成分名及び成分含有率 ①、②エトフェンプロックス 20.0% 

 (3) Lot No.   ①22.10 R9E02 ②23-10 03998 

６．供試農作物名     日本なし（品種：あきづき）、9年生 

７．土性    埴壌土 

８．栽培概要  露地栽培（無袋） 

樹間5.0m×6.0m、4本主枝仕立て棚栽培、栽培樹数 約33本/10a 

最大樹高 約2.5m 

開花日 2021年4月3日  満開日 2021年4月10日 

    栽培管理 

施肥 2020年9月23日 秋肥・配合肥料 60kg/10a 

追肥   2021年6月30日 高度化成（14-14-14） 30kg/10a 

             9月10日 配合肥料 60kg/10a 

 

９．当該ほ場の過去1年間における作付作物及び農薬使用実績（前年の使用実績） 

 被験物質処理開始前日から過去1年間に、試験ほ場において分析妨害となる農薬が使用されて

いないことを確認した。使用した農薬はⅠ－②に示した。 

１０．防除管理 

農薬の使用実績なし 

 

１１．試験区規模（施設の場合、面積・容積・高さ） 

処理区ETO-E、ETO-W：各15.0㎡（5.0m×6.0m×1/2樹） 
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１２．処理方法 

処理月日 有効成分 処理区* 処理濃度 
処理量 

10a当 試験区当 
（農薬量/散布量/面積） 

10月4日 エトフェンプロックス 
ETO-E 
ETO-W 各1000倍 各400L 6ml/6L/15㎡ 

6g/6L/15㎡ 

処理区* 処理時の作物ステージ 散布方法の概略 
処理時の天候 
及び処理時刻 

ETO-E 
ETO-W 

成熟期 
成熟期 

散布 
散布 

晴 10:54 a.m.～ 
晴 11:05 a.m.～ 

*末尾の-Eは「乳剤」、-Wは「水和剤」であることを示す。 
 (1) 処理器具及び処理方法 

  背負式バッテリー動力噴霧機を用いて、処理区内の棚面下30～40cmから上向きに目標量を

均一に散布した。その際、目標量と散布機の吐出量から散布時間を算出し、実施した。 

  散布機型式：MSB1500Li（丸山製作所） 

  ノズル  ：狭角コーンノズル（丸山製作所） 

(2) 処理時の降雨の有無と降雨時間及び風が試験に及ぼした影響 

 無風、降雨なし。 

(3) 展着剤の使用 

 なし 

(4) 備考 

 なし 

 
１３．試料採取 

経過日数 試料 
採取日 試料番号 試料 

採取量 
試料 
採取順 

処理時の天候 
及び処理時刻 

処理前 9月29日 NI-ETO-B 6.2kg/12個 — 晴 10:24a.m.～10:28a.m. 

処理直後 10月4日 NI-ETO-E0 5.3kg/11個 1 晴  2:03p.m.～2:07p.m. 

NI-ETO-W0 5.6kg/12個 2 晴  2:16p.m.～2:20p.m. 

処理1日後 10月5日 
 

NI-ETO-E1 5.4kg/13個 1 曇 10:50a.m.～10:55a.m. 

NI-ETO-W1 5.6kg/12個 2 曇 11:05a.m.～11:10a.m. 

処理3日後 10月7日 
 

NI-ETO-E3 5.5kg/13個 1 曇  9:59a.m.～10:03a.m. 

NI-ETO-W3 6.0kg/12個 2 曇 10:15a.m.～10:19a.m. 

処理7日後 10月11日 NI-ETO-E7 6.1kg/12個 1 晴 10:11a.m.～10:15a.m. 

NI-ETO-W7 6.7kg/12個 2 晴 10:26a.m.～10:30a.m. 
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(1) 試料採取方法 

試料は偏りがないよう試験区全体から手で採取した。採取時は清浄な手袋を装着し、試験区

ごとに交換した。採取した試料は識別に試験区ラベルを用いて、試験区ごとにカゴに入れた。 

(2) 採取した試料の状態 

いずれの試料も通常の大きさ、適正な熟度であった。 

(3) 採取後の調製 

果柄を芯切り鋏でその一部を除去した。採取した中から試料に適するものを選別した。 

(4) 輸送方法 
試料は個別にフルーツキャップを被せ、梱包用ウレタンマットを敷いたダンボール箱に並べ

た。さらに上部にも梱包用ウレタンマットを置いた。梱包資材はすべて未使用品を用い、ダンボ

ール箱の内側に試験区ラベルを、外側に梱包シールを貼り試験区ごとに梱包した。 

採取当日、ヤマト運輸の冷蔵便で一般社団法人日本植物防疫協会茨城研究所宛に翌日着を指

定して送付した。 

(5) 備考   

 なし 
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Ⅰ－① 試験区見取り図 

 
 



 
-220- 

Ⅰ－② 使用した農薬の記録 
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Ⅰ－③ 気象に関する記録 
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ほ場試験 Ⅱ 

１．試験実施機関名       公益社団法人新潟県植物防疫協会 
２．ほ場所在地   新潟県三条市荻島 

３．試験担当者名         高橋 栄作 

４．実験期間（ほ場試験期間） 2021年10月27日～11月3日 

５．被験物質（一般名）      

ミクロブタニル 

(1) 一般名・剤型     ①ラリー乳剤 ②ラリー水和剤 

(2) 有効成分名及び成分含有率 ①ミクロブタニル 25.0% ②ミクロブタニル 10.0% 

 (3) Lot No.           ①22.10-12M141 ②25.10-KA5111 

６．供試農作物名     日本なし（品種：新興）、20年生樹 

７．土性    壌土 

８．栽培概要 露地栽培（無袋） 

               樹間6.0m×6.0m、たな仕立て（折衷式）、栽培株数 約27本/10a 

最大樹高約2.7m 

        開花日 2021年4月12日 

    栽培管理   

施肥  2021年7月26日 アミノ薬元（7-6-4） 120kg/10a 

 

９．当該ほ場の過去1年間における作付作物及び農薬使用実績（前年の使用実績） 

 被験物質処理開始前日から過去1年間に、試験ほ場において分析妨害となる農薬が使用されて

いないことを確認した。使用した農薬はⅡ－②に示した。 

 

１０．防除管理 

農薬の使用実績なし 

 

１１．試験区規模（施設の場合、面積・容積・高さ） 

処理区MYC-E、MYC-W：各15.0㎡（5.0m×3.0m） 
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１２．処理方法 

処理月日 有効成分 処理区* 処理濃度 
処理量 

10a当 試験区当 
（農薬量/散布量/面積） 

10月27日 ミクロブタニル 
MYC-E 
MYC-W 

5000倍 
2000倍 各400L 1.2mL/6.0L/15.0㎡ 

3.0g/6.0L/15.0㎡ 

処理区* 処理時の作物ステージ 散布方法の概略 処理時の天候及び処理時刻 

MYC-E 
MYC-W 

成熟期 
成熟期 

散布 
散布 

曇  10:14a.m.～ 
曇  10:39a.m.～ 

*末尾の-Eは「乳剤」及び-Wは「水和剤」であることを示す。 
(1) 処理器具及び処理方法 
 背負式バッテリー動力噴霧機を用いて、処理区内の作物全体に時間を計測しながら目標量を

均一に散布した。 
  散布機型式：MSB1500Li（丸山製作所） 
  ノズル  ：狭角コーンノズル（丸山製作所） 
(2) 処理時の降雨の有無と降雨時間及び風が試験に及ぼした影響 
 10月27日は処理9時間後に降雨が認められたが、降雨までに作物の表面は乾いており試験への

影響はなかった。無風であった。 
(3) 展着剤の使用 
 なし 
(4) 備考 
 処理時には薬液の飛散防止のため、処理区MYC-EとMYC-Wの間に棚面から地面までブルー

シートを張って遮蔽した。 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
-226- 

１３．試料採取 

経過日数 試料 
採取日 試料番号 試料 

採取量 
試料 
採取順 

処理時の天候 
及び処理時刻 

処理前 10月27日 NI-MYC-B 9.0kg/12個 1 曇 8:55a.m.～8:58a.m. 
処理直後 NI-MYC-E0 8.5kg/12個 2 曇 1:45p.m.～1:48p.m. 

NI-MYC-W0 8.9kg/12個 3 曇 1:50p.m.～1:53p.m. 
処理1日後 10月28日 NI-MYC-E1 9.2kg/12個 1 曇 9:08a.m.～9:11a.m. 

NI-MYC-W1 9.6kg/12個 2 曇 9:13a.m.～9:16a.m. 
処理3日後 10月30日 NI-MYC-E3 8.6kg/12個 1 曇 6:37a.m.～6:40a.m. 

NI-MYC-W3 9.4kg/12個 2 曇 6:42a.m.～6:45a.m. 
処理7日後 11月 3日 NI-MYC-E7 8.7kg/12個 1 曇 6:30a.m.～6:33a.m. 

NI-MYC-W7 9.2kg/12個 2 曇 6:35a.m.～6:38a.m. 
(1) 試料採取方法 

試料は試験区の境界部をはずし、偏りがないよう区全体から高さ1.6m～1.7mの範囲で手で

採取した。採取時は清浄な手袋を装着し、試験区ごとに交換した。採取した試料は識別に試験

区ラベルを用いて、試験区ごとにカゴに入れた。 
(2) 採取した試料の状態 

いずれの試料もやや大きかったが、適正な熟度であった。 
(3) 採取後の調製 

果軸をハサミで切り取った。11月3日に採取した試料は濡れていたため、作業室でボーカス

ペーパー上に並べ、扇風機で風乾した。試料に適するものを選別した。 
(4) 輸送方法 
試料は個別にフルーツキャップを被せ、ボーカスペーパーを敷いたダンボール箱に入れた。す

き間にボーカスペーパーを詰めた。梱包資材はすべて未使用品を用い、ダンボール箱の内側に試

験区ラベルを、外側に梱包シールを貼付し、試験区ごとに梱包した。 

採取当日、ヤマト運輸の冷蔵便で一般社団法人日本植物防疫協会茨城研究所宛に翌日着を指

定して送付した。 
(5) 備考   
 なし 
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Ⅱ－① 試験区見取り図 
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Ⅱ－② 使用した農薬の記録 
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Ⅱ－③ 気象に関する記録 
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ほ場試験 Ⅲ 

１．試験実施機関名       公益社団法人石川県植物防疫協会 
２．ほ場所在地   石川県金沢市才田町 

３．試験担当者名         木下 一男 

４．実験期間（ほ場試験期間） 2021年8月9日～8月16日 

５．被験物質（一般名） 

トルフェンピラド 

(1) 一般名・剤型     ①ハチハチ乳剤 ②ハチハチフロアブル 

(2) 有効成分名及び成分含有率 ①、②トルフェンピラド 15.0% 

 (3) Lot No.           ①25.10 0L78 ②23.10 1D79 

６．供試農作物名     日本なし（品種：幸水）、38年生樹 

７．土性    埴壌土 

８．栽培概要 露地栽培 

               樹間4m×8m、3本主枝仕立て、栽培株数 約31本/10a、最大樹高約3m 

開花日 2021年4月11日 

    栽培管理   

施肥  2020年9月17日、10月28日、2021年5月6日 

 燐硝安加里S604（16-10-14） 16kg/10a 

2021年3月13日 BB金沢梨基肥専用（6-10-4） 60kg/10a 

    6月 1日 BB金沢梨追肥専用（13-4-8） 12kg/10a 

 

９．当該ほ場の過去1年間における作付作物及び農薬使用実績（前年の使用実績） 

 被験物質処理開始前日から過去1年間に、試験ほ場において分析妨害となる農薬が使用されて

いないことを確認した。使用した農薬はⅢ－②に示した。 

 

１０．防除管理 

農薬の使用実績なし 

 

１１．試験区規模（施設の場合、面積・容積・高さ） 

処理区TOL-E、TOL-F：各18.0㎡（3.0m×6.0m） 
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１２．処理方法 

処理月日 有効成分 処理区* 処理濃度 
処理量 

10a当 試験区当 
（農薬量/散布量/面積） 

8月9日 トルフェンピラド 
TOL-E 
TOL-F 各2000倍 各400L 各3.6mL/7.2L/18.0㎡ 

処理区* 処理時の作物ステージ 散布方法の概略 処理時の天候及び処理時刻 

TOL-E 
TOL-F 

収穫期 
収穫期 

散布 
散布 

晴  10:30a.m.～ 
晴  11:00a.m.～ 

*末尾の-Eは「乳剤」、-Fは「フロアブル」であることを示す。 
(1) 処理器具及び処理方法 
 背負式バッテリー動力噴霧機を用いて、時間を計測しながら作物全体に目標量を均一に散布

した。 
  散布機型式：MSB1500Li（丸山製作所） 
  ノズル  ：狭角コーンノズル（丸山製作所） 
(2) 処理時の降雨の有無と降雨時間及び風が試験に及ぼした影響 
 弱風であったが、風下に試験区はなく、影響なし。 
 8月9日は処理前に1.5mmの降雨の記録が認められたが、処理3時間前のものであった。処理時

には作物の表面は乾いていることを確認しており試験への影響はなかった。また、処理後に

38.5mmの降雨の記録が認められたが、処理8時間後以降であり試験への影響はなかった。 
(3) 展着剤の使用 
 なし 
(4) 備考 
 処理時には薬液の飛散防止のため、試験区側にポリフィルムでカーテン状に遮蔽した。 
 
１３．試料採取 

経過日数 試料 
採取日 試料番号 試料 

採取量 
試料 
採取順 

処理時の天候 
及び処理時刻 

処理前 8月9日 
 

NI-TOL-B 3.8kg/10個 －  晴 9:50a.m.～10:00a.m. 
処理直後 NI-TOL-E0 3.8kg/10個 1 曇 1:50p.m.～2:00p.m. 

NI-TOL-F0 3.8kg/10個    2 曇 2:20p.m.～2:30p.m. 
処理1日後 8月10日 

 
NI-TOL-E1 4.3kg/10個 1 曇 9:00a.m.～9:10a.m. 
NI-TOL-F1 4.1kg/10個 2 曇 9:20a.m.～9:30a.m. 

処理3日後 8月12日 
 

NI-TOL-E3 4.4kg/10個 1  曇 9:55a.m.～10:05a.m. 
NI-TOL-F3 4.1kg/10個 2   曇 10:15a.m.～10:25a.m. 

処理7日後 8月16日 NI-TOL-E7 4.0kg/10個 1 曇 9:45a.m.～9:55a.m. 
NI-TOL-F7 3.8kg/10個 2   曇 10:00a.m.～10:10a.m. 
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(1) 試料採取方法 
試料は試験区の境界部をはずし、偏りがないよう区全体からハサミを用いて採取した。採取

時は清浄な手袋を装着し、試験区ごとに交換した。採取した試料は識別に試験区ラベルを用い

て、試験区ごとにカゴに入れた。 
(2) 採取した試料の状態 

いずれの試料も通常の大きさ、適正な熟度であった。 
(3) 採取後の調製 

試料に適するものを選別した。 
(4) 輸送方法 
試料は個別にフルーツキャップで包み、気泡緩衝材、ボーカスペーパーを順に敷いたダンボー

ル箱に並べて入れた。すき間にはボーカスペーパー、発泡緩衝材を詰め、さらにその上には気泡

緩衝材を被せた。梱包資材はすべて未使用品を用い、ダンボール箱の内側に試験区ラベルを、外

側に梱包シールを貼付し、試験区ごとに梱包した。 

採取当日、ヤマト運輸の冷蔵便で株式会社化学分析コンサルタント宛に翌日着を指定して送

付した。 
(5) 備考   
 なし 
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Ⅲ－① 試験区見取り図 
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Ⅲ－② 使用した農薬の記録 
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Ⅲ－③ 気象に関する記録 
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ほ場試験 Ⅳ 

１．試験実施機関名       一般社団法人長野県植物防疫協会 南信研究所 
２．ほ場所在地   長野県下伊那郡高森町下市田 

３．試験担当者名         宮澤 孝幸 

４．実験期間（ほ場試験期間） 2021年8月30日～9月6日 

５．被験物質（一般名） 

トルフェンピラド 

(1) 一般名・剤型     ①ハチハチ乳剤 ②ハチハチフロアブル 

(2) 有効成分名及び成分含有率 ①、②トルフェンピラド 15.0% 

 (3) Lot No.           ①25.10 0L78 ②23.10 1D79 

６．供試農作物名     日本なし（品種：豊水）、46年生樹 

７．土性    埴壌土 

８．栽培概要 露地栽培 

               樹間8.5m×8.5m、杯状形棚仕立て（4本主枝）、栽培株数 約14本/10a 

最大樹高約1.7m（棚面） 

開花日 2021年4月7日 

    栽培管理   

施肥  2020年12月上旬 うまくだ有機55（10-6-8） 40kg/10a 

  

９．当該ほ場の過去1年間における作付作物及び農薬使用実績（前年の使用実績） 

 被験物質処理開始前日から過去1年間に、試験ほ場において分析妨害となる農薬が使用されて

いないことを確認した。使用した農薬はⅣ－②に示した。 

 

１０．防除管理 

農薬の使用実績なし 

 

１１．試験区規模（施設の場合、面積・容積・高さ） 

処理区TOL-E、TOL-F：各10.0㎡（2.5m×4.0m） 
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１２．処理方法 

処理月日 有効成分 処理区* 処理濃度 
処理量 

10a当 試験区当 
（農薬量/散布量/面積） 

8月30日 トルフェンピラド 
TOL-E 
TOL-F 各2000倍 各400L 各2.0mL/4.0L/10.0㎡ 

処理区* 処理時の作物ステージ 散布方法の概略 処理時の天候及び処理時刻 

TOL-E 
TOL-F 

収穫期 
収穫期 

散布 
散布 

晴  7:30a.m.～ 
晴  8:00a.m.～ 

*末尾の-Eは「乳剤」、-Fは「フロアブル」であることを示す。 
(1) 処理器具及び処理方法 
 背負式バッテリー動力噴霧機を用いて、目標量を作物全体に均一に散布した。その際、目標量

と散布機の吐出量から散布時間を算出し、8区画に分けた1区画当たりの散布時間に換算した。そ

の散布時間の計測にメトロノームを使用した。 
  散布機型式：MSB1500Li（丸山製作所） 
  ノズル  ：狭角コーンノズル（丸山製作所） 
(2) 処理時の降雨の有無と降雨時間及び風が試験に及ぼした影響 
 無風、降雨なし。 
(3) 展着剤の使用 
 なし 
(4) 備考 
 なし 
 
１３．試料採取 

経過日数 試料 
採取日 試料番号 試料 

採取量 
試料 
採取順 

処理時の天候 
及び処理時刻 

処理前 8月30日 
 

NI-TOL-B 4.7kg/11個 1  晴 6:50a.m.～6:55a.m. 
処理直後 NI-TOL-E0 4.3kg/11個 2  晴 10:40a.m.～10:45a.m. 

NI-TOL-F0 4.4kg/11個    3 晴 11:10a.m.～11:15a.m. 
処理1日後 8月31日 

 
NI-TOL-E1 4.4kg/10個 1 晴 7:00a.m.～7:05a.m. 
NI-TOL-F1 4.4kg/10個 2 晴 7:35a.m.～7:40a.m. 

処理3日後 9月2日 
 

NI-TOL-E3 4.3kg/11個 1 雨 8:00a.m.～8:10a.m. 
NI-TOL-F3 4.3kg/11個 2 雨 8:30a.m.～8:40a.m. 

処理7日後 9月6日 NI-TOL-E7 4.4kg/10個 1 曇 7:00a.m.～7:05a.m. 
NI-TOL-F7 4.4kg/10個 2 曇 7:25a.m.～7:30a.m. 
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(1) 試料採取方法 
試料は試験区の境界部をはずし、偏りがないよう区全体から手で採取した。採取時は清浄な

手袋を装着し、試験区ごとに交換した。採取した試料は識別に試験区ラベルを用いて、試験区

ごとにカゴに入れた。 
(2) 採取した試料の状態 

いずれの試料も通常の大きさ、適正な熟度であった。 
(3) 採取後の調製 

調製時にハサミで果柄を切除した。9月2日に採取した試料は濡れていたため、事務所内の作

業台にボーカスペーパーを敷き、その上に並べ、エアコン及び扇風機で約1時間風乾させた。試

料に適するものを選別した。 
(4) 輸送方法 
試料はフルーツパックに入れ、ボーカスペーパーを順に敷いたダンボール箱に入れ、その上に

緩衝材（発泡ポリエチレンネット）を被せ、ボーカスペーパーで全体を覆った。梱包資材はすべ

て未使用品を用い、ダンボール箱の内側に試験区ラベルを、外側に梱包シールを貼付し、試験区

ごとに梱包した。 

採取当日、ヤマト運輸の冷蔵便で株式会社化学分析コンサルタント宛に翌日着を指定して送

付した。 
(5) 備考   
 なし 
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Ⅳ－① 試験区見取り図 
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Ⅳ－② 使用した農薬の記録 
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Ⅳ－③ 気象に関する記録 
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ほ場試験 Ⅴ 

１．試験実施機関名       一般社団法人日本植物防疫協会 茨城研究所 
２．ほ場所在地   茨城県牛久市久野町1805 

３．試験担当者名         長岡 広行、川北 充彦、宮本 由子、小林 希美、 

                 守田 航馬、宮川 直也、林 直人、高津 康正 

４．実験期間（ほ場試験期間） 2021年8月23日～8月31日 

５．被験物質（一般名） 

５－１．ミクロブタニル 

(1) 一般名・剤型     ①ラリー乳剤 ②ラリー水和剤 

(2) 有効成分名及び成分含有率 ①ミクロブタニル 25.0% ②ミクロブタニル 10.0% 

 (3) Lot No.           ①22.10-12M141 ②25.10-KA5111 

５－２．トルフェンピラド 

(1) 一般名・剤型     ①ハチハチ乳剤 ②ハチハチフロアブル 

(2) 有効成分名及び成分含有率 ①、②トルフェンピラド 15.0% 

 (3) Lot No.           ①25.10 0L78 ②23.10 1D79 

５－３．エトフェンプロックス 

(1) 一般名・剤型     ①トレボン乳剤 ②アークリン水和剤 

(2) 有効成分名及び成分含有率 ①、②エトフェンプロックス 20.0% 

 (3) Lot No.           ①22.10 R9E02 ②23.10 03998 

６．供試農作物名     日本なし（品種：豊水）、18年生樹 

７．土性    壌土 

８．栽培概要 露地栽培 

               樹間5.0m×5.0m、棚仕立て（棚下1.5m）、栽培株数 約40本/10a 

最大樹高約3.5m 

開花日 2021年4月上旬 

    栽培管理   

施肥  2020年12月下旬 鶏糞 15kg/樹 

 

９．当該ほ場の過去1年間における作付作物及び農薬使用実績（前年の使用実績） 

 被験物質処理開始前日から過去1年間に、試験ほ場において分析妨害となる農薬が使用されて

いないことを確認した。使用した農薬はⅤ－②に示した。 
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１０．防除管理 

農薬の使用実績なし 

 

１１．試験区規模（施設の場合、面積・容積・高さ） 

処理区MYC-E、MYC-W、TOL-E、TOL-F、ETO-E及びETO-W 

：各16.0㎡（4.0m×4.0m）、1樹 

  

１２．処理方法 

処理月日 有効成分 処理区* 処理濃度 
処理量 

10a当 試験区当 
（農薬量/散布量/面積） 

8月24日 
 

ミクロブタニル 
MYC-E 
MYC-W 

5000倍 
2000倍 各400L 1.3mL/6.4L/16.0㎡ 

3.2g/6.4L/16.0㎡ 

トルフェンピラド 
TOL-E 
TOL-F 各2000倍 各400L 各3.2mL/6.4L/16.0㎡ 

エトフェンプロックス 
ETO-E 
ETO-W 各1000倍 各400L 6.4mL/6.4L/16.0㎡ 

6.4g/6.4L/16.0㎡ 

処理区* 処理時の作物ステージ 散布方法の概略 処理時の天候及び処理時刻 

MYC-E 
MYC-W 

収穫期 
収穫期 

散布 
散布 

曇  11:05a.m.～ 
曇  11:20a.m.～ 

TOL-E 
TOL-F 

収穫期 
収穫期 

散布 
散布 

曇  11:05a.m.～ 
曇  11:20a.m.～ 

ETO-E 
ETO-W 

収穫期 
収穫期 

散布 
散布 

曇  11:08a.m.～ 
曇  11:20a.m.～ 

*末尾の-Eは「乳剤」、-Fは「フロアブル」及び-Wは「水和剤」であることを示す。 
(1) 処理器具及び処理方法 
 背負式バッテリー動力噴霧機を用いて、処理区内の高さ2.5mまで目標量を均一に散布した。 
その際、散布機の吐出量と目標量から散布時間を算出し、試験区を16分割し、1区画当たりに換

算した。その時間の計測にメトロノームを用いた。 
  散布機型式：MSB1500Li（丸山製作所） 
  ノズル  ：狭角コーンノズル（丸山製作所） 
(2) 処理時の降雨の有無と降雨時間及び風が試験に及ぼした影響 
 微風であったが、風下に試験区はなく、また、降雨なし。 
(3) 展着剤の使用 
 なし 
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(4) 備考 
 なし 
 
１３．試料採取 

経過日数 試料 
採取日 試料番号 試料 

採取量 
試料 
採取順 

処理時の天候 
及び処理時刻 

処理前 8月23日 NI-MYC-B 4.3kg/10個 — 曇 1:25p.m.～1:35p.m. 
処理直後 8月24日 NI-MYC-E0 4.0kg/10個 1 曇 2:15p.m.～2:20p.m. 

NI-MYC-W0 4.0kg/10個    2 曇 2:27p.m.～2:32p.m. 
処理1日後 8月25日 

 
NI-MYC-E1 4.0kg/10個 1 曇 9:10a.m.～9:16a.m. 
NI-MYC-W1 4.0kg/10個 2 曇 9:19a.m.～9:22a.m. 

処理3日後 8月27日 
 

NI-MYC-E3 4.0kg/10個 1 晴 8:46a.m.～8:53a.m. 
NI-MYC-W3 4.0kg/10個 2 晴 9:06a.m.～9:10a.m. 

処理7日後 8月31日 NI-MYC-E7 4.0kg/10個 1 晴 9:13a.m.～9:18a.m. 
NI-MYC-W7 4.0kg/10個 2 晴 9:32a.m.～9:39a.m. 

 

経過日数 試料 
採取日 試料番号 試料 

採取量 
試料 
採取順 

処理時の天候 
及び処理時刻 

処理前 8月23日 NI-TOL-B 4.4kg/10個 — 曇 1:35p.m.～1:40p.m. 
処理直後 8月24日 NI-TOL-E0 4.0kg/10個 1 曇 2:20p.m.～2:25p.m. 

NI-TOL-F0 4.0kg/10個      2 曇 2:33p.m.～2:37p.m. 
処理1日後 8月25日 

 
NI-TOL-E1 4.0kg/10個 1 曇 9:12a.m.～9:16a.m. 
NI-TOL-F1 4.0kg/10個 2 曇 9:22a.m.～9:26a.m. 

処理3日後 8月27日 
 

NI-TOL-E3 4.0kg/10個 1 晴 8:55a.m.～9:00a.m. 
NI-TOL-F3 4.0kg/10個 2 晴 9:12a.m.～9:17a.m. 

処理7日後 8月31日 NI-TOL-E7 4.0kg/10個 1 晴 9:20a.m.～9:25a.m. 
NI-TOL-F7 4.0kg/10個 2 晴 9:42a.m.～9:51a.m. 
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経過日数 試料 
採取日 試料番号 試料 

採取量 
試料 
採取順 

処理時の天候 
及び処理時刻 

処理前 8月23日 NI-ETO-B 4.3kg/10個 — 曇 1:35a.m.～1:42p.m. 
処理直後 8月24日 NI-ETO-E0 4.0kg/10個 1 曇 2:27p.m.～2:31p.m. 

NI-ETO-W0 4.0kg/10個      2 曇 2:33p.m.～2:37p.m. 
処理1日後 8月25日 

 
NI-ETO-E1 4.0kg/10個 1 曇 9:17a.m.～9:21a.m. 
NI-ETO-W1 4.0kg/10個 2 曇 9:26a.m.～9:30a.m. 

処理3日後 8月27日 
 

NI-ETO-E3 4.0kg/10個 1 晴 9:02a.m.～9:05a.m. 
NI-ETO-W3 4.0kg/10個 2 晴 9:19a.m.～9:25a.m. 

処理7日後 8月31日 NI-ETO-E7 4.0kg/10個 1 晴 9:26a.m.～9:32a.m. 
NI-ETO-W7 4.0kg/10個 2 晴 9:52a.m.～9:57a.m. 

 (1) 試料採取方法 
試料は試験区の境界部をはずし、偏りがないよう区全体からハサミを用いて採取した。採取

時は清浄な手袋を装着し、試験区ごとに交換した。採取した試料は識別に試験区ラベルを用い

て、試験区ごとにカゴに入れた。 
(2) 採取した試料の状態 

いずれの試料も通常の大きさ、適正な熟度であった。 
(3) 採取後の調製 

試料に適するものを選別した。 
(4) 輸送方法 

TOL-B、TOL-E0、TOL-F0、TOL-E1、TOL-F1、TOL-E3、TOL-F3、TOL-E7及びTOL-F7
試料は包装紙で包み、内面を包装紙で覆ったダンボール箱に入れた。梱包資材はすべて未使用品

を用い、ダンボール箱の内側に試験区ラベルを、外側に梱包シールを貼付し、試験区ごとに梱包

した。 

採取当日、ヤマト運輸の冷蔵便で株式会社化学分析コンサルタント宛に翌日着を指定して送

付した。 
その他の試料は梱包は行わず、カゴに入れた状態で一般社団法人日本植物防疫協会茨城研究

所の分析担当者に手渡した。 
(5) 備考   
 なし 
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Ⅴ－① 試験区見取り図 
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Ⅴ－② 使用した農薬の記録 
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-259- 

Ⅴ－③ 気象に関する記録 
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ほ場試験 Ⅵ 

１．試験実施機関名       一般社団法人日本植物防疫協会 山梨試験場 
２．ほ場所在地   山梨県山梨市南2433-1 

３．試験担当者名         中西 秀明、後藤 直人、丸山 直哉、秋山 空隆 

４．実験期間（ほ場試験期間） 2021年8月3日～8月10日 

５．被験物質（一般名） 

５－１．ミクロブタニル 

(1) 一般名・剤型  ①ラリー乳剤 ②ラリー水和剤 

(2) 有効成分名及び成分含有率 ①ミクロブタニル 25.0%、②ミクロブタニル 10.0% 

 (3) Lot No.   ①22.10-12M141 ②25.10-KA5111 

５－２．エトフェンプロックス 

(1) 一般名・剤型  ①トレボン乳剤 ②アークリン水和剤 

(2) 有効成分名及び成分含有率 ①、②エトフェンプロックス 20.0% 

 (3) Lot No.   ①22.10 R9E02 ②23-10 03998 

６．供試農作物名     日本なし（品種：幸水）、12年生 

７．土性    埴土、傾斜方向：北西－南東（低）、約10～15度 

８．栽培概要  露地栽培（無袋） 

樹間5.0m×6.0m、立ち木仕立て、栽培樹数 約33本/10a 

最大樹高 約2.5m 

開花日 2021年3月31日   

    栽培管理 

施肥 2020年12月1日 豊葉緑 200kg/10a、 

            エコ シャインマスカット・巨峰・ピオーネ3号カリ無し 

            100kg/10a、粒状BMようりん 100kg/10a、 

            苦土石灰 100kg/10a 
 

９．当該ほ場の過去1年間における作付作物及び農薬使用実績（前年の使用実績） 

 被験物質処理開始前日から過去1年間に、試験ほ場において分析妨害となる農薬が使用されて

いないことを確認した。使用した農薬はⅥ－②に示した。 

 

１０．防除管理 

農薬の使用実績なし 
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１１．試験区規模（施設の場合、面積・容積・高さ） 

処理区MYC-E、MYC-W、ETO-E、ETO-W：各42㎡（14㎡×3樹） 

5m×6mで植栽されているため、1樹当たりの面積は30㎡であるが、現時点での枝の張り出

しを考慮して専有面積を14㎡（4m×3.5m）とした。 

 
１２．処理方法 

処理月日 有効成分 処理区* 処理濃度 
処理量 

10a当 試験区当 
（農薬量/散布量/面積） 

8月3日 
ミクロブタニル 

MYC-E 
MYC-W 

5000倍 
2000倍 各400L 3.36ml/16.8L/42㎡ 

8.4g/16.8L/42㎡ 

エトフェンプロックス 
ETO-E 
ETO-W 各1000倍 各400L 16.8ml/16.8L/42㎡ 

16.8g/16.8L/42㎡ 
処理区* 処理時の作物ステージ 散布方法の概略 処理時の天候及び処理時刻 

MYC-E 
MYC-W 

収穫期 
収穫期 

散布 
散布 

晴  10:35 a.m.～ 
晴  9:35 a.m.～ 

ETO-E 
ETO-W 

収穫期 
収穫期 

散布 
散布 

晴 10:36 a.m.～ 
晴  9:36 a.m.～ 

*末尾の-Eは「乳剤」、-Wは「水和剤」であることを示す。 
 (1) 処理器具及び処理方法 

  背負式バッテリー動力噴霧機を用いて、目標量を均一に散布した。その際、散布機の吐出量

と目標量から散布時間を算出し、樹の周囲を2分割し、1区画当たりに換算した。その時間の計測

にメトロノームを用いた。 

  散布機型式：MSB1500Li（丸山製作所） 

  ノズル  ：狭角コーンノズル（丸山製作所） 

(2) 処理時の降雨の有無と降雨時間及び風が試験に及ぼした影響 

 微風であったが試験に影響はなかった。降雨なし。 

(3) 展着剤の使用 

 なし 

(4) 備考 

 処理時には薬液の汚染防止のため、隣り合う樹の間を南北の向きで高さ約2.5m程ポリフィル

ムで遮蔽した。 
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１３．試料採取 

経過日数 試料 
採取日 試料番号 試料 

採取量 
試料 
採取順 

処理時の天候 
及び処理時刻 

処理前 8月3日 
 

NI-MYC-B 3.9kg/15個 1 晴 8:10a.m.～8:18a.m. 
処理直後 NI-MYC-W0 3.7kg/15個 2 晴 1:06p.m.～1:11p.m. 

NI-MYC-E0 3.7kg/15個    3 晴 1:14p.m.～1:18p.m. 
処理1日後 8月4日 

 
NI-MYC-W1 3.5kg/15個 1 晴 8:10a.m.～8:14a.m. 
NI-MYC-E1 3.5kg/15個 2 晴 8:24a.m.～8:28a.m. 

処理3日後 8月6日 
 

NI-MYC-W3 3.6kg/15個 1 晴 8:10a.m.～8:14a.m. 
NI-MYC-E3 3.7kg/15個 2 晴 8:15a.m.～8:19a.m. 

処理7日後 8月10日 NI-MYC-W7 4.6kg/15個 1 晴 8:08a.m.～8:12a.m. 
NI-MYC-E7 4.6kg/15個 2 晴 8:14a.m.～8:18a.m. 

 

経過日数 試料 
採取日 試料番号 試料 

採取量 
試料 
採取順 

処理時の天候 
及び処理時刻 

処理前 8月3日 NI-ETO-B 3.7kg/15個 1 晴 8:10a.m.～8:18a.m. 
処理直後 NI-ETO-W0 5.6kg/15個 2 晴 1:06p.m.～1:12p.m. 

NI-ETO-E0 5.3kg/15個      3 晴 1:15p.m.～1:20p.m. 
処理1日後 8月4日 

 
NI-ETO-W1 3.9kg/15個 1 晴 8:19a.m.～8:23a.m. 
NI-ETO-E1 3.9kg/15個 2 晴 8:25a.m.～8:30a.m. 

処理3日後 8月6日 
 

NI-ETO-W3 4.3kg/15個 1 晴 8:10a.m.～8:15a.m. 
NI-ETO-E3 4.4kg/15個 2 晴 8:18a.m.～8:23a.m. 

処理7日後 8月10日 NI-ETO-W7 4.8kg/15個 1 晴 8:07a.m.～8:12a.m. 
NI-ETO-E7 4.8kg/15個 2 晴 8:14a.m.～8:18a.m. 

*試験区ごとに作業者を分担した 

(1) 試料採取方法 

試料は偏りがないよう試験区全体から手で採取した。採取時は清浄な手袋を装着し、試験区

ごとに交換した。採取した試料は識別に試験区ラベルを用いて、試験区ごとにカゴに入れた。 

(2) 採取した試料の状態 

いずれの試料も通常の大きさ、適正な熟度であった。 

(3) 採取後の調製 

8月3日採取のNI-MYC-B、NI-ETO-B試料は濡れていたため、扇風機にあて、10分程度風乾

した。枝梗が長い場合はハサミで切り揃えた。採取した中から試料に適するものを選別した。 
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(4) 輸送方法 
ダンボール箱に果実用スチロールパックを敷き、試料を入れ、包装紙を緩衝材として詰めた。

包資材はすべて未使用品を用い、ダンボール箱の内側に試験区ラベルを、外側に梱包シールを貼

り試験区ごとに梱包した。 

採取当日、ヤマト運輸の冷蔵便で一般社団法人日本植物防疫協会茨城研究所宛に翌日着を指

定して送付した。 

(5) 備考   

 なし 
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Ⅵ－① 試験区見取り図 
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Ⅵ－② 使用した農薬の記録 
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Ⅵ－③ 気象に関する記録 
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（２）調査２ 

 

令和 3 年度作物残留試験成績の効率的データ収集委託事業 
ミニトマト作物残留試験明細書 

 

 

試験番号   ：2021TO2 

検討課題名  ：令和 3 年度作物残留試験成績の効率的データ収集委託事業 

        ミニトマト作物残留試験 

試験実施機関名：Ⅰ．一般社団法人日本植物防疫協会 茨城研究所 

        Ⅱ．一般社団法人日本植物防疫協会 高知試験場 

Ⅲ．一般社団法人日本植物防疫協会 宮崎試験場 
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ほ場試験 Ⅰ 

１．試験実施機関名      一般社団法人日本植物防疫協会 茨城研究所 
２．ほ場所在地   茨城県牛久市結束町535 

３．試験担当者名         川北 充彦、長岡 広行、宮本 由子、小林 希美、 

                 守田 航馬、宮川 直也、林 直人、高津 康正 

４．実験期間（ほ場試験期間） 2021年12月3日～12月13日 

５．被験物質（一般名） 

５－１．ミクロブタニル 

(1) 一般名・剤型 ①ラリー乳剤 ②ラリー水和剤 

(2) 有効成分名及び成分含有率 ①ミクロブタニル 25.0％ ②ミクロブタニル 10.0％ 

 (3) Lot No.           ①22.10-12M141 ②25.10-KA5111 

５－２．フェンプロパトリン 

(1) 一般名・剤型 ①ロディー乳剤 ②ロディ－水和剤 

(2) 有効成分名及び成分含有率 ①フェンプロパトリン 10.0％ 

②フェンプロパトリン  10.0% 

 (3) Lot No.           ①24.10-NA016Z1 ②24.10-HL016Y1 

６．供試農作物名     ミニトマト（品種：キャロル7） 

７．土性    壌土 
８．栽培概要 施設栽培（加温） 
         は種日 2021年7月15日、定植日 2021年8月26日 
               畝間160cm、株間50cm、千鳥2条植、条間45cm、栽培株数 約2,500株/10a 

マルチ被覆（被覆開始日：2021年8月23日、ポリフィルム、白黒マルチ） 
    栽培管理   

施肥   
2021年 8月23日 くみあい粒状苦土石灰M-10 100kg/10a、 

畑のカルシウム 100kg/10a 
 
９．当該ほ場の過去1年間における作付作物及び農薬使用実績（前年の使用実績） 

 被験物質処理開始前日から過去1年間に、試験ほ場及び育苗時において分析妨害となる農薬が

使用されていないことを確認した。なお、コード番号で示された農薬は分析妨害となる農薬成分

は含まれていない。使用した農薬はⅠ－②に示した。 
 
１０．防除管理 

農薬の使用実績なし 
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１１．試験区規模（施設の場合、面積・容積・高さ） 

処理区MYC-100-E、MYC-100-W、MYC-300-E、MYC-300-W、FEN-100-E、FEN-100W、

FEN-300-E、FEN-300-W：各36.0㎡（1.6m×7.5m×3畝）、各90株 

処理区MYC-050-W、FEN-050-W：各16.8㎡（1.6m×3.5m×3畝）、各42株 

 施設面積：226.8㎡、高さ：3.5m 
 
１２．処理方法 

処理月日 有効成分 処理区* 処理濃度 
処理量 

10a当 
試験区当 

（農薬量/散布量/面
積） 

12月 6日 

ミクロブタニル 

MYC-100-E 
MYC-100-W 
MYC-300-E 
MYC-300-W 
MYC-050-W 

833倍 
333倍 
2500倍 
1000倍 
167倍 

100L 
100L 
300L 
300L 
50L 

4.3mL/3.6L/36.0㎡ 
10.8g/3.6L/36.0㎡ 

4.3mL/10.8L/36.0㎡ 
10.8g/10.8L/36.0㎡ 
5.0g/0.84L/16.8㎡ 

フェンプロパトリン 

FEN-100-E 
FEN-100-
WFEN-300-
E 
FEN-300-W 
FEN-050-W 

333倍 
333倍 
1000倍 
1000倍 
167倍 

100L 
100L 
300L 
300L 
50L 

10.8mL/3.6L/36.0㎡ 
10.8g/3.6L/36.0㎡ 

10.8mL/10.8L/36.0㎡ 
10.8g/10.8L/36.0㎡ 
5.0g/0.84L/16.8㎡ 

処理区* 処理時の作物ステージ 散布方法の概略 処理時の天候及び処理時刻 
MYC-100-E 
MYC-100-W 
MYC-300-E 
MYC-300-W 
MYC-050-W 

収穫期（草丈190cm） 
収穫期（草丈190cm） 
収穫期（草丈190cm） 
収穫期（草丈190cm） 
収穫期（草丈190cm） 

散布 
散布 
散布 
散布 
散布 

曇 10:20a.m.～ 
曇  11:00a.m.～ 
曇  10:10a.m.～ 
曇  10:40a.m.～ 
曇  11:19a.m.～ 

FEN-100-E 
FEN-100-W 
FEN-300-E 
FEN-300-W 
FEN-050-W 

収穫期（草丈190cm） 
収穫期（草丈190cm） 
収穫期（草丈190cm） 
収穫期（草丈190cm） 
収穫期（草丈190cm） 

散布 
散布 
散布 
散布 
散布 

曇 10:47a.m.～ 
曇  11:18a.m.～ 
曇  10:20a.m.～ 
曇  10:56a.m.～ 
曇   0:09p.m.～ 

*末尾の-Eは「乳剤」、-W は「水和剤」であることを示す。 
(1) 処理器具及び処理方法 
 背負式バッテリー動力噴霧機を用いて、処理区内の作物全体に時間を計測しながら目標量を

均一に散布した。その際、散布機の吐出量と目標量から散布時間を算出し、1株当たりの散布時

間に換算した。その散布時間の計測にメトロノームを用いた。 
  散布機型式：MSB1500Li（丸山製作所） 
  ノズル  ：狭角コーンノズル（丸山製作所） 
(2) 処理時の降雨の有無と降雨時間及び風が試験に及ぼした影響 
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 処理時はいずれも無風。降雨なし。 
(3) 展着剤の使用 
 なし 
(4) 備考 
 処理時は薬液の飛散防止のため、区境にポリフィルムを張り遮蔽した。 
 
１３．試料採取 

経過日数 試料 
採取日 試料番号 試料 

採取量 
試料 
採取順 

処理時の天候 
及び処理時刻 

処理前 12月 3日 MYC-B 
FEN-B 

1.1kg 
1.1kg 

－ 晴  9:50a.m.～10:11a.m. 
晴 10:25a.m.～10:44a.m. 

散布直後 
 
 
 
 

 

12月 6日 MYC-100-E0 
MYC-300-E0 
FEN-100-E0 
FEN-300-E0 
MYC-100-W0 
MYC-300-W0 
FEN-100-W0 
FEN-300-W0 

1.1kg 
1.1kg 
1.1kg 
1.1kg 
1.1kg 
1.1kg 
1.1kg 
1.1kg 

①* 
①* 
①* 
①* 
②* 
②* 
②* 
②*  

曇  2:19p.m.～ 2:38p.m. 
曇  2:20p.m.～ 2:58p.m. 
曇  2:18p.m.～ 2:50p.m. 
曇  2:19p.m.～ 3:00p.m. 
曇  2:50p.m.～ 3:11p.m. 
曇  3:04p.m.～ 3:30p.m. 
曇  3:01p.m.～ 3:29p.m. 
曇  3:10p.m.～ 3:47p.m. 

処理1日後 12月 7日 
 

MYC-100-E1 
MYC-300-E1 
FEN-100-E1 
FEN-300-E1 
MYC-100-W1 
MYC-300-W1 
MYC-050-W1 
FEN-100-W1 
FEN-300-W1 
FEN-050-W1 

1.1kg 
1.1kg 
1.1kg 
1.1kg 
1.1kg 
1.1kg 
1.1kg 
1.1kg 
1.1kg 
1.1kg 

①* 
①* 
①* 
①* 
②* 
②* 
－ 
②* 
②* 
－ 

曇  8:29a.m.～ 9:02a.m. 
曇  8:58a.m.～ 9:18a.m. 
曇  8:28a.m.～ 8:59a.m. 
曇  8:30a.m.～ 9:07a.m. 
曇  9:20a.m.～ 9:44a.m. 
曇  9:25a.m.～ 9:46a.m. 
曇  9:44a.m.～10:08a.m. 
曇  9:09a.m.～ 9:35a.m. 
曇  9:10a.m.～ 9:49a.m. 
曇  9:47a.m.～10:06a.m. 

処理3日後 12月 9日 
 

MYC-100-E3 
MYC-300-E3 
FEN-100-E3 
FEN-300-E3 
MYC-100-W3 
MYC-300-W3 
FEN-100-W3 
FEN-300-W3 

1.1kg 
1.1kg 
1.1kg 
1.1kg 
1.1kg 
1.1kg 
1.1kg 
1.1kg 

①* 
①* 
①* 
①* 
②* 
②* 
②* 
②* 

晴  9:20a.m.～ 9:39a.m. 
晴  9:19a.m.～ 9:41a.m. 
晴 10:29a.m.～10:55a.m. 
晴  9:15a.m.～10:00a.m. 
晴  9:55a.m.～10:20a.m. 
晴  9:44a.m.～10:07a.m. 
晴 10:58a.m.～11:21a.m. 
晴 10:11a.m.～10:50a.m. 

処理7日後 
 
 

12月13日 
 
 

MYC-100-E7 
MYC-300-E7 
FEN-100-E7 
FEN-300-E7 

1.1kg 
1.1kg 
1.1kg 
1.1kg 

①* 
①* 
①* 
①* 

晴  9:32a.m.～ 9:56a.m. 
晴  9:00a.m.～ 9:30a.m. 
晴 10:05a.m.～10:30a.m. 
晴  9:00a.m.～ 9:35a.m. 
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処理7日後 12月13日 MYC-100-W7 
MYC-300-W7 
FEN-100-W7 
FEN-300-W7 

1.1kg 
1.1kg 
1.1kg 
1.1kg 

②* 
②* 
②* 
②* 

晴 10:05a.m.～10:31a.m. 
晴  9:34a.m.～10:00a.m. 
晴 10:39a.m.～10:58a.m. 
晴  9:40a.m.～10:18a.m. 

*2班に分かれ採取した 
(1) 試料採取方法 

試料は試験区の境界部をはずし、偏りがないよう区全体から直径3cm以下の果実を手で採取

した。採取時は清浄な手袋を装着し、試験区ごとに交換した。採取した試料は識別に試験区ラ

ベルを用いて、試験区ごとにカゴに入れた。 
(2) 採取した試料の状態 

いずれの試料も通常の大きさ、適正な熟度であった。 
(3) 採取後の調製 

花がらを手で除去した。採取した中から試料に適するものを選別した。 
(4) 輸送方法 
試料は梱包を行わず、採取当日にカゴに入れた状態で分析担当者に手渡しした。 

(5) 備考   
 なし  
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Ⅰ－① 試験区見取り図 
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Ⅰ－② 使用した農薬の記録 
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Ⅰ－③ 気象に関する記録 
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ほ場試験 Ⅱ 

１．試験実施機関名      一般社団法人日本植物防疫協会 高知試験場 
２．ほ場所在地   高知県香南市野市町深渕本田1211 

３．試験担当者名         松村 栄一、有波 友紀、内藤 覚、浜田 拓弥、 

                 谷山 頼清、高芝 和昭 

４．実験期間（ほ場試験期間） 2021年12月14日～12月21日 

５．被験物質（一般名） 

５－１．ミクロブタニル 

(1) 一般名・剤型 ①ラリー乳剤 ②ラリー水和剤 

(2) 有効成分名及び成分含有率 ①ミクロブタニル 25.0％ ②ミクロブタニル 10.0％ 

 (3) Lot No.           ①22.10-12M141 ②25.10-KA5111 

５－２．フェンプロパトリン 

(1) 一般名・剤型 ①ロディー乳剤 ②ロディ－水和剤 

(2) 有効成分名及び成分含有率 ①フェンプロパトリン 10.0％ 

②フェンプロパトリン  10.0% 

 (3) Lot No.           ①24.10-NA016Z ②24.10-HL016Y 

６．供試農作物名     ミニトマト（品種：キャロル7） 

７．土性    壌土 
８．栽培概要 施設栽培（加温） 
         は種日 2021年8月3日、定植日 2021年9月22日 
               畝間160cm、株間50cm、千鳥2条植、条間45cm、栽培株数 約2,500株/10a 

マルチ被覆（被覆開始日：2021年9月22日、黒マルチ） 
    栽培管理   

施肥   
2021年 8月30日 ケイントップ 1000kg/10a 

9月13日 苦土石灰 100kg/10a、果菜684(6-8-4) 117kg/10a 
 

９．当該ほ場の過去1年間における作付作物及び農薬使用実績（前年の使用実績） 

 被験物質処理開始前日から過去1年間に、試験ほ場において分析妨害となる農薬が使用されて

いないことを確認した。なお、コード番号で示された農薬は分析妨害となる農薬成分は含まれて

いない。使用した農薬はⅡ－②に示した。 
 
１０．防除管理 

農薬の使用実績なし 
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１１．試験区規模（施設の場合、面積・容積・高さ） 

処理区MYC-100-E、MYC-100-W、MYC-300-E、MYC-300-W、MYC-050-W、FEN-100-E、

FEN-100W、FEN-300-E、FEN-300-W、FEN-050-W：各32.0㎡（1.6m×20.0m）、80株 

 施設面積：841㎡、高さ：3.9m（F2） 

施設面積：986㎡、高さ：3.9m（F1） 
 
１２．処理方法 

処理月日 有効成分 処理区* 処理濃度 
処理量 

10a当 
試験区当 

（農薬量/散布量/面
積） 

12月14日 

ミクロブタニル 

MYC-100-E 
MYC-100-W 
MYC-300-E 
MYC-300-W 
MYC-050-W 

833倍 
333倍 
2500倍 
1000倍 
167倍 

100L 
100L 
300L 
300L 
50L 

3.8mL/3.2L/32.0㎡ 
9.6g/3.2L/32.0㎡ 

3.8mL/9.6L/32.0㎡ 
9.6g/9.6L/32.0㎡ 
9.6g/1.6L/32.0㎡ 

フェンプロパトリン 

FEN-100-E 
FEN-100-
WFEN-300-
E 
FEN-300-W 
FEN-050-W 

333倍 
333倍 
1000倍 
1000倍 
167倍 

100L 
100L 
300L 
300L 
50L 

9.6mL/3.2L/32.0㎡ 
9.6g/3.2L/32.0㎡ 

9.6mL/9.6L/32.0㎡ 
9.6g/9.6L/32.0㎡ 
9.6g/1.6L/32.0㎡ 

処理区* 処理時の作物ステージ 散布方法の概略 処理時の天候及び処理時刻 
MYC-100-E 
MYC-100-W 
MYC-300-E 
MYC-300-W 
MYC-050-W 

収穫期（草丈170cm） 
収穫期（草丈170cm） 
収穫期（草丈170cm） 
収穫期（草丈170cm） 
収穫期（草丈170cm） 

散布 
散布 
散布 
散布 
散布 

晴 11:00a.m.～ 
晴  10:25a.m.～ 
晴  11:00a.m.～ 
晴  10:25a.m.～ 
晴  11:00a.m.～ 

FEN-100-E 
FEN-100-W 
FEN-300-E 
FEN-300-W 
FEN-050-W 

収穫期（草丈170cm） 
収穫期（草丈170cm） 
収穫期（草丈170cm） 
収穫期（草丈170cm） 
収穫期（草丈170cm） 

散布 
散布 
散布 
散布 
散布 

晴 11:00a.m.～ 
晴  10:25a.m.～ 
晴  11:00a.m.～ 
晴  10:25a.m.～ 
晴  10:25a.m.～ 

*末尾の-Eは「乳剤」、-W は「水和剤」であることを示す。 
(1) 処理器具及び処理方法 
 背負式バッテリー動力噴霧機を用いて、処理区内の作物全体に時間を計測しながら目標量を

均一に散布した。その際、散布機の吐出量と目標量から散布時間を算出し、1株当たりの散布時

間に換算した。その時間の計測にメトロノームを用いた。 
  散布機型式：MSB1500Li（丸山製作所） 
  ノズル  ：狭角コーンノズル（丸山製作所） 
        広角コーンノズル（丸山製作所）（-505-Wのみ） 
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(2) 処理時の降雨の有無と降雨時間及び風が試験に及ぼした影響 
 処理時はいずれも無風。降雨なし。 
(3) 展着剤の使用 
 なし 
(4) 備考 
 なし 
 
１３．試料採取 

経過日数 試料 
採取日 試料番号 試料 

採取量 
試料 

採取順* 
処理時の天候 
及び処理時刻 

処理前 12月 9日 MYC-B 
FEN-B 

1.1kg 
1.1kg 

－ 晴 9:10a.m.～9:30a.m. 

散布直後 
 
 
 
 

 

12月14日 MYC-100-W0 
MYC-300-W0 
FEN-100-W0 
FEN-300-W0 

1.1kg 
1.1kg 
1.1kg 
1.1kg 

－ 晴 1:15p.m.～1:30p.m. 

MYC-100-E0 
MYC-300-E0 
FEN-100-E0 
FEN-300-E0 

1.1kg 
1.1kg 
1.1kg 
1.1kg 

－ 晴 1:30p.m.～1:45p.m. 

処理1日後 12月15日 
 

MYC-100-W1 
MYC-300-W1 
MYC-050-W1 
FEN-100-W1 
FEN-300-W1 

1.1kg 
1.1kg 
1.1kg 
1.1kg 
1.1kg 

－ 晴 8:40a.m.～9:00a.m. 

MYC-100-E1 
MYC-300-E1 
FEN-100-E1 
FEN-300-E1 
FEN-050-W1 

1.1kg 
1.1kg 
1.1kg 
1.1kg 
1.1kg 

－ 晴 9:00a.m.～9:20a.m. 

処理3日後 12月17日 
 

MYC-100-W3 
MYC-300-W3 
FEN-100-W3 
FEN-300-W3 

1.1kg 
1.1kg 
1.1kg 
1.1kg 

－ 晴 8:45a.m.～ 9:05a.m. 

MYC-100-E3 
MYC-300-E3 
FEN-100-E3 
FEN-300-E3 

1.1kg 
1.1kg 
1.1kg 
1.1kg 

－ 晴 9:05a.m.～ 9:25a.m. 
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処理7日後 
 
 
 

12月21日 
 
 
 

MYC-100-W7 
MYC-300-W7 
FEN-100-W7 
FEN-300-W7 

1.1kg 
1.1kg 
1.1kg 
1.1kg 

－ 曇 8:45a.m.～ 9:05a.m. 

MYC-100-E7 
MYC-300-E7 
FEN-100-E7 
FEN-300-E7 

1.1kg 
1.1kg 
1.1kg 
1.1kg 

－ 曇 9:05a.m.～ 9:25a.m. 

*5人の作業者がそれぞれの試験区を採取した 
(1) 試料採取方法 

試料は試験区の境界部をはずし、偏りがないよう区全体から手で採取した。採取時は清浄な

手袋を装着し、試験区ごとに交換した。採取した試料は識別に試験区ラベルを用いて、試験区

ごとにカゴに入れた。 
(2) 採取した試料の状態 

いずれの試料も通常の大きさ、適正な熟度であった。 
(3) 採取後の調製 

採取した中から試料に適するものを選別した。 
(4) 輸送方法 
試料はボーカスペーパーを敷いたダンボール箱に入れ、試料全体をボーカスペーパーで包ん

だ。梱包資材はすべて未使用品を用い、ダンボール箱の内側に試験区ラベルを、外側に梱包シー

ルを貼付し、試験区ごとに梱包した。 

採取当日、ヤマト運輸の冷蔵便で一般社団法人日本植物防疫協会 茨城研究所宛に翌日着を

指定して送付した。 
(5) 備考   
 なし 
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Ⅱ－① 試験区見取り図 
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Ⅱ－② 使用した農薬の記録 
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